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そこで申請者は，医療を必要とする患者と治癒患者とを，診断後 5 年未満の生存者と 5 年以上経過し
た生存者とにおきかえ，過去25年間に大阪府がん登録において実測した擢患率と生存率を用いて，これ
ら数値の推計が可能な方式を開発した。以下では，上記 2 群の患者を合わせて，有病者(がんの既往歴









(大阪のがん擢患率) x [(全国がん死亡率)-7-(大阪がん死亡率)] x (全国人口)
(2) 次に調査日の全国がん有病者数を次式により求めた。
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部位 擢25年患間数の 有病者数(生存者数)総数 5年以上 5 年未満
胃 1,611 ,964 286 ,825 169.795 117,030 
結腸 204 ,786 50,721 22 ,221 28 ,500 
直腸 208 ,174 49 ,368 22 ,811 26 ,557 
肝臓 329,105 6,641 2,442 4,199 
肺 427 ,129 27 ,626 11.015 16,611 
乳房 211 ,023 132,137 76.870 55 ,267 
子宮 321 ,394 157,558 116,275 41 ,283 
跨脱 98 ,147 31 ,084 15.944 15,140 









大阪府がん登録資料を用い，昭和35-59年の聞の全国がん擢患数，並びに昭和60年 1 月 1 日現在のが








昭和35-59年の25年間に全国で発生したがん躍患総数を部位別に推計し，この中から昭和60年 1 月 1 日
現在に生存しつつある者の数(有病者数)を求める方法を開発した。また，がん医療の評価，企画に役
立つよう，この有病者を 5 年以上の長期生存者(その多くは治癒患者)と 5 年未満の短期生存者(その
多くは治療中の者)に分けて示した。
これにより，我が国に96万人のがん有病者(がんの既往を持つ生存者)があること，この有病者は70
才以上の年令では，人口の 4%に及ぶこと，長期生存者は53万人，短期生存者は44万人であること，が
明らかとなった。また今後は随時に，がん登録資料より，有病率を推計することが可能となった。
これらの成果は，現在の日本のがん医療需要量を示すとともに，過去のがん医療の効果を評価する新
しい指標を提出するものであり，学位に値するものと考えるO
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